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１．調査概要 

１－１．調査目的 

本調査は、北杜市地域公共交通網形成計画策定に向け、北杜市にとって望ましい公共交

通の在り方を検討するため、統計データや調査をもとに北杜市の特性や公共交通の課題を

収集することを目的に実施した。 

 

１－２．本調査の構成と項目ごとに導出する課題  

本調査は「地勢及び施設立地」「人口と移動動態」「交通」の３つの観点から行った。 

「地勢及び施設立地」は、北杜市の地形、居住環境、生活圏を調べることで、北杜市の

地勢的特性から見た公共交通の課題を導出した。 

「人口と移動動態」は、北杜市の人口推移、高齢化率、人口増減率、移動実態、自動車

保有台数を調べることで、北杜市の社会動態から見た公共交通の課題を導出した。 

「交通」は、北杜市の公共交通一覧、交通空白、サービスレベル、公共交通の利用状況、

公共交通の財務状況を調べることで、北杜市の公共交通の現状から見た公共交通の課題を

導出した。 
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２．地勢及び施設立地 

２－１．地形 

中央部は八ヶ岳連峰の麓に台地が広がり、西は甲斐駒ヶ岳等の南アルプス山岳地帯と釜

無川による低地、東は茅ヶ岳・瑞牆山に連なる中山間地域と須玉川による低地によって構

成されている。また、北杜市には 8 つの総合支所が点在している。 

釜無川は東西で高低差があり、横断できる場所が限られている。また、須玉川の東側は

主に山林となっている。そのため、釜無川以西の甲斐駒エリア、釜無川以東・須玉川以西

の八ヶ岳南麓高原エリア、須玉川以東の茅ヶ岳瑞牆エリアという単位で、地勢的に生活圏

が分断されている。 

図表 1 北杜市鳥瞰図 

 

出典：国土地理院 地理院地図 

図表 2 北杜市標高図 

 

出典：国土地理院 色別標高図 
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２－２．土地利用 

北杜市の土地利用を見ると、茅ヶ岳瑞牆エリアと甲斐駒エリアは大半を山林が占めてい

る。八ヶ岳南麓高原エリアも JR 小海線より北側は山林が広がっている。山林を除いたエリ

アを拡大して見ると、建物用地は広大なエリアに点在していることが分かる。 

 

図表 3 北杜市の土地利用状況 

 

出典：国土地理院 土地利用細分メッシュデータ 

図表 4 北杜市の土地利用状況拡大図 

 

出典：国土地理院 土地利用細分メッシュデータ 
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２－３．施設立地 

北杜市にある行政施設・病院・診療所・商店の立地を見ると、8 つの総合支所周辺に集積

しており、多核的なまちが形成されていることがわかる。 

 

図表 5 北杜市の施設立地 

 

 

２－４．小括 

公共交通の設計にあたり、北杜市の地理的特性として以下の 3点を踏まえる必要がある。 

① 北杜市は釜無川・須玉川を境界として市域が地勢的に 3つに分断されている 

甲斐駒エリア、八ヶ岳南麓高原エリア、茅ヶ岳瑞牆エリア間の移動は川や高低差に

よって制限されている。 

② 居住可能地が広範囲に分布している 

広い地域の人口をカバーする必要がある。 

③ 複数の生活圏が想定される多核的なまちの構造となっている 

確たる中心市街地がなく、各地域を中心とした緩やかな生活圏があり、地域によっ

て移動需要が異なると考えられる。 
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３．人口 

３－１．人口推移（年齢 3 区分）と高齢化率 

 北杜市の人口推移は、平成 17 年の 48,144 人をピークに減少し続け、平成 27 年は 45,111

人になっている。特に、年少人口は平成 2 年の 7,736 人から平成 27 年の 4,613 人まで減少

している。一方で、高齢人口は平成 2 年の 9,623 人以から平成 27 年の 16,457 人まで上昇

し続けている。北杜市の高齢化率は 36.5%であり、山梨県の高齢化率 28.4%と比べて高く

なっている。 

また、総世帯数は増加し、1 世帯当たりの世帯人数は減少しており、単身高齢世帯数の割

合が増加傾向にある。 

図表 6 北杜市の人口推移（3 区分） 

 

出典：平成 27 年国勢調査 

図表 7 山梨県の人口推移（3 区分） 

 

出典：平成 27 年国勢調査 
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図表 8 総世帯数と世帯人数推移 

 

出典：平成 12・17・22・27 年国勢調査 

図表 9 総世帯数と単身高齢世帯数推移 

 

出典：平成 12・17・22・27 年国勢調査 

図表 10 地区別の人口 

 

出典：平成 27 年国勢調査 
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３－２．人口分布 

各総合支所の周辺に人口密度が高い地区が点在しており、多核的な人口分布が特徴とな

っている。このため、公共交通でカバーすべき範囲も広くなっている。 

甲斐駒エリア・茅ヶ岳瑞牆エリアは、人口密度が低く高齢化が進んだ地区が多くなって

いる。 

八ヶ岳南麓高原エリアは、人口密度が高い総合支所周辺の他に、人口密度が低い地区が

広く点在しており、高齢化が進んでいる地域は広範囲で点在している。 

 

図表 11 人口分布と高齢化率 

 

出典：平成 27 年国勢調査  
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３－３．人口増減数 

平成 22 年と平成 27 年の国勢調査結果から、メッシュごとの人口増減を下図に示す。JR

小海線の沿線および甲斐駒エリア・茅ヶ岳瑞牆を中心に人口減少したメッシュがみられる。

一方、山林を除いた可住地に人口増加しているメッシュが広がっている。 

北杜市では人口増加するエリアと、人口減少するエリアがモザイク状に点在している。 

図表 12 人口増減 

 

出典：平成 22・27 年国勢調査 
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３－４．通勤・通学先 

平成 27 年の国勢調査では、市の就業・就学者のうち、74.7％が北杜市内に通っており、

市外への就学・就業者は 25.3％である。市外への移動先としては、甲府市、韮崎市が多く、

長野県側では富士見町との交流もみられる。 

 

図表 13 北杜市の就業・就学者数 

 

図表 14 通勤・通学の移動実態 

 

出典：平成 27 年国勢調査 
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３－５．自動車の保有状況 

北杜市の自動車保有台数は増加傾向にあり、平成 28 年は 47,572 台になっている。また、

世帯当たりの自動車保有台数は平成24年の 2.53から平成 29年は2.77まで増加しており、

自家用車を基本としたライフスタイルが浸透していると考えられる。 

 

図表 15 自動車保有台数自動車保有率の推移 

 

出典：山梨県 平成 28 年業務要覧 
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④ 自家用車を基本としたライフスタイルが浸透している 
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４．公共交通の概要 

４－１．北杜市の公共交通の変遷 

北杜市は平成 16 年の合併以降、旧町村の路線バスを引き継ぎ、市民バスの運行を開始し

た。平成 21 年からは、デマンドバスの実証運行を行ったものの、利用者の固定化をはじめ、

地理的特性に基づく非効率な乗合運行状況、また、運行事業者からの強い反対などのため、

本格運行への移行を見送り、平成 25 年に実証運行を打ち切っている。 

平成 25 年からは、再び、定時定路線型の市民バスを運行し、その後、平成 28 年には一

部路線で車両の小型化を行い、小淵沢・長坂線を北部巡回線として再編し、小泉・長坂線

も路線を変更した。 

また、市民バスに小・中学生が混乗していた路線については混乗を解消し、市民バスと

スクールバスの役割を明確化した。 

 

 

年度 できごと 

H16 合併により北杜市誕生 

旧町村の路線バスを引き継ぎ、市民バスとして運行開始  

H21 デマンドバスの実証運行を開始 

［白州・武川エリア／八ヶ岳南麓エリア／明野・須玉エリア］ 

H25 デマンドバスの実証運行期間終了 

本格運行へは移行せず、定時定路線型の市民バスを再開 

［明野巡回線／須玉巡回線／小淵沢巡回線／武川巡回線／塩川・黒森線］ 

H28 路線再編を実施 

・小淵沢・長坂線の再編（北部巡回線）、小泉・長坂線の路線変更 

・市民バスとスクールバスとの役割を明確化（混乗を解消） 

 

  



12 

地域 路線 運行事業者
小泉・長坂線 マルワ観光

清里・長坂線 山梨峡北交通

大泉・長坂線 大泉タクシー

小淵沢巡回線 須玉三共タクシー

南部巡回線 山梨峡北交通

北部巡回線 大泉タクシー

横手・日野春線 茅ヶ崎観光バス

大坊・白須・大武川線（通常便） 八ヶ岳観光タクシー

大坊・白須・大武川線（北杜高校便） 山交タウンコーチ

韮崎・下教来石線 山交タウンコーチ

武川巡回線 八ヶ岳観光タクシー

津金・百観音線 山梨峡北交通

塩川・黒森線 須玉三共タクシー

須玉巡回線 須玉三共タクシー

明野巡回線 須玉三共タクシー

八ヶ岳南麓
高原エリア

甲斐駒エリ
ア

茅ヶ岳瑞牆
エリア

４－２．公共交通一覧 

北杜市の公共交通は、2 本の鉄道と 14 本の市民バス、韮崎市と北杜市共同運行路線 1 本、

民間バスでは 2 本の路線バスと 6 本の観光乗合バスが運行している。 

自治体バスは、平日毎日運行している路線が 9 本、曜日限定で運行しているものが 5 本

ある。 

 

図表 16 公共交通の一覧 

 

 

図表 17 自治体バス運行事業者一覧 

 

 

JR中央本線 JR東日本 東京 塩尻 毎日 44 32 48 37

JR小海線 JR東日本 小淵沢 小諸 毎日 12 10 15 15
小泉・長坂線 北杜市 泉郷 長坂 毎日 6 5 4 4
清里・長坂線 北杜市 清里駅前 長坂駅・北杜高校 毎日 4 5 3 4
大泉・長坂線 北杜市 大開上 長坂駅・北杜高校 毎日 6 4 4 3
小淵沢巡回線 北杜市 スパティオ小淵沢 （循環） 水土 - -
南部巡回線 北杜市 北杜市役所 （循環） 毎日
北部巡回線 北杜市 長坂駅 （循環） 毎日
横手・日野春線 北杜市 西村入口 北杜高校 毎日 6 6 3 4

大坊・白須・大武川線（通常便） 北杜市 大坊上 大武川公民館 火木土 3 4 - -
大坊・白須・大武川線（北杜高校便） 北杜市 山口スクールバス停 北杜高校 毎日 2 3 1 1

韮崎・下教来石線 北杜市・韮崎市 下教来石 韮崎営業所 毎日 6 7 6 7
武川巡回線 北杜市 武川総合支所 （循環） 月水金 - -
津金・百観音線 北杜市 大和公民館 北杜市役所 毎日 4 4 2 3
塩川・黒森線 北杜市 塩川 黒森上 月-土 3 2 - -
須玉巡回線 北杜市 宮平公民館前 北杜市役所 火金 2 2 - -
明野巡回線 北杜市 明野総合支所 （循環） 月木 - -

韮崎・浅尾・仁田平線 山交タウンコーチ 仁田平 韮崎営業所 毎日 6 5 6 5
韮崎・増富温泉郷線 山交タウンコーチ 増富温泉 韮崎営業所 毎日 9 10 9 10
まきば公園・大泉ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
清里南部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
清里北部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -

野辺山・清里北部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
茅ヶ岳ルート 山梨峽北交通 JR韮崎駅 深田記念公園 期間運行 - - - -
みずがきルート 山梨峽北交通 JR韮崎駅 みずがき山荘 期間運行 - - - -

路線 事業主体 起点

5

終点 運行日
平日

上り 下り

6

3

6

5
8
7

休日
上り 下り

民間バス
八ヶ岳南
麓高原エリ

ア

茅ヶ岳瑞
牆エリア

茅ヶ岳瑞
牆エリア

茅ヶ岳瑞
牆エリア

観光乗合
バス

路線バス

地域

-

八ヶ岳南
麓高原エリ

ア

甲斐駒エリ
ア

市民
バス

種別

鉄道
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図表 18 路線図 

 

  

JR中央本線 JR東日本 東京 塩尻 毎日 44 32 48 37

JR小海線 JR東日本 小淵沢 小諸 毎日 12 10 15 15
小泉・長坂線 北杜市 泉郷 長坂 毎日 6 5 4 4
清里・長坂線 北杜市 清里駅前 長坂駅・北杜高校 毎日 4 5 3 4
大泉・長坂線 北杜市 大開上 長坂駅・北杜高校 毎日 6 4 4 3
小淵沢巡回線 北杜市 スパティオ小淵沢 （循環） 水土 - -
南部巡回線 北杜市 北杜市役所 （循環） 毎日
北部巡回線 北杜市 長坂駅 （循環） 毎日
横手・日野春線 北杜市 西村入口 北杜高校 毎日 6 6 3 4

大坊・白須・大武川線（通常便） 北杜市 大坊上 大武川公民館 火木土 3 4 - -
大坊・白須・大武川線（北杜高校便） 北杜市 山口スクールバス停 北杜高校 毎日 2 3 1 1

韮崎・下教来石線 北杜市・韮崎市 下教来石 韮崎営業所 毎日 6 7 6 7
武川巡回線 北杜市 武川総合支所 （循環） 月水金 - -
塩川・黒森線 北杜市 塩川 黒森上 月-土 3 2 - -
津金・百観音線 北杜市 大和公民館 北杜市役所 毎日 4 4 2 3
須玉巡回線 北杜市 宮平公民館前 北杜市役所 火金 2 2 - -
明野巡回線 北杜市 明野総合支所 （循環） 月木 - -

韮崎・浅尾・仁田平線 山交タウンコーチ 仁田平 韮崎営業所 毎日 6 5 6 5
韮崎・増富温泉郷線 山交タウンコーチ 増富温泉 韮崎営業所 毎日 9 10 9 10
まきば公園・大泉ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
清里南部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
清里北部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -

野辺山・清里北部周遊ルート 清里観光振興協会 清里バスセンター （循環） 期間運行 - - - -
八ヶ岳高原リゾートバス 八ヶ岳ツーリズムマネジメント 小淵沢駅 泉郷 期間運行 - - - -

茅ヶ岳ルート 山梨峽北交通 JR韮崎駅 深田記念公園 期間運行 - - - -
みずがきルート 山梨峽北交通 JR韮崎駅 みずがき山荘 期間運行 - - - -

地域

-

八ヶ岳南
麓地域

甲斐駒ヶ
岳地域

自治体
バス

民間バス
八ヶ岳南
麓地域

茅ヶ岳・瑞
牆山地域

茅ヶ岳・瑞
牆山地域

茅ヶ岳・瑞
牆山地域

観光乗合
バス

休日
上り 下り

凡例 終点 運行日
平日

上り 下り

路線バス

種別

鉄道

5
6

3

6

5
8
7

路線 事業者 起点
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４－３．交通空白 

北杜市の市民バスは全線でフリー乗降に対応している。そのため、広い範囲で人口をカ

バーすることができている。 

カバー圏内に含まれている人口が 41,457 人（交通空白に含まれている人口は 6,010 人）、

人口カバー率は 87.3％である。エリアで見ると、茅ヶ岳瑞牆エリア・甲斐駒エリアはほと

んどの居住地域がカバーされている。一方で、八ヶ岳南麓高原エリアの人口密度が高い地

域の一部で交通空白が生じている。 

 

図表 19 交通空白 

 

出典：平成 27 年国勢調査 

図表 16 公共交通カバー圏率 

 

  

【凡例】

駅勢圏
（駅から1km）

バス勢圏
（乗降場所から500m）

201-

101-200

51-100

26-50

1-25

単位：人

バス路線

※交通空白とは、バス停及び駅から一定距離外の地域を指す。北

杜市の場合、自由乗降できるため、市民バスの路線より 500m

以内の地域は交通空白に含んでいない 

※総人口は国勢調査の 500m メッシュから北杜市内の居住者を

案分したものを用いている。そのため、国勢調査の平成 27 年

市内総人口とは乖離が生じている。 

図表 20 公共交通カバー圏率 

人口 47,467人
カバー圏人口 41,584人
交通空白人口 5,883人
カバー圏率 87.6%
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４－４．サービスレベルの評価 

公共交通における主たる移動の目的を実生活上の利用に即して評価するため、「サービス

レベル」の測定を行う。「サービスレベル」とは実生活上の移動の目的ごとに評価基準を定

め、公共交通の利便性を評価したものである。ここでは通勤・通学・通院・買物の 4 つの

移動の目的で評価する。 

 

（１）通勤 

通勤のサービスレベルは、目的地として近隣の市役所・総合支所と山梨県庁の２つを想

定し、A 残業可能、B 定時勤務可能、C 通勤不可で評価する。 

 

図表 21 通勤の評価基準 

 

北杜市の通勤のサービスレベルをみると、曜日限定運行の路線を除いた多くの路線で通

勤可能になっている。一方で、小淵沢・清里方面の路線は通勤に利用できない。 

  

用途 目的行動 レベル 判定基準

Ａ：残業可能
8:30までに出勤可能
19時以降の帰宅が可能

Ｂ：定時勤務可能
8:30までに出勤可能。
17:30～19時頃に帰宅便あり。

Ｃ：通勤不可
8：30までの出勤ができない又は１７：３０以降の帰宅ができ
ない又は平日毎日運行をしていない。

Ａ：残業可能
8:30までに出勤可能
19時以降の帰宅が可能

Ｂ：定時勤務可能
8:30までに出勤可能。
17:30～19時頃に帰宅便あり。

Ｃ：通勤不可
8：30までの出勤ができない又は１７：３０以降の帰宅ができ
ない又は平日毎日運行をしていない。

通勤

近隣への通勤
（北杜市役所・韮崎市役所・長

坂総合支所を想定）

甲府への通勤
（県庁を想定）
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図表 22 北杜市役所付近への通勤のサービスレベル 

 

図表 23 長坂総合支所付近への通勤のサービスレベル 

 

【凡例】
通勤不可

定時退社可

残業可

市役所への通勤

【凡例】
通勤不可

定時退社可

残業可

長坂総合支所への通勤
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図表 24 県庁への通勤のサービスレベル 

 

  

【凡例】
通勤不可

定時退社可

残業可

山梨県庁への通勤
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（２）通学 

通学のサービスレベルは、目的地として最寄りの公立高校（北杜高校・甲陵高校・韮崎

高校）と甲府市の高校（甲府南高校）を想定し、A 休日部活対応、B 朝練可能、C 放課後部

活可能、D 通学可能、E 通学不可で評価する。なお、2km 以内の徒歩移動は可能としてい

る。 

 

図表 25 通学のサービスレベル 

 

北杜市の通学のサービスレベルをみると、曜日限定運行路線を除くと多くの路線で最寄

りの公立高校への通学が可能になっている。一方で、黒森方面の路線は通学利用ができな

い。 

甲府南高校への通学に関しても多くの路線で通学が可能になっているが、小淵沢方面や

津金・百観音方面の路線では通学利用はできない。 

用途 目的行動 レベル 判定基準

Ａ：休日部活対応
7時までに登校可能
平日18:50以降下校可能
土曜17:00以降下校可能

Ｂ：朝練可能
7:00までに登校可能。
18:50以降に下校可能。

C：放課後部活可能
8:20までに登校。
18:50以降に下校可能。

D：通学可能
8:20までに登校。
16:40以降に下校可能。

E：通学不可 8:20までに登校,16:40以降に下校不可。

Ａ：休日部活対応
7時までに登校可能
平日18:50以降下校可能
土曜17:00以降下校可能

Ｂ：朝練可能
7:00までに登校可能。
18:50以降に下校可能。

C：放課後部活可能
8:20までに登校。
18:50以降に下校可能。

D：通学可能
8:20までに登校。
16:40以降に下校可能。

E：通学不可 8:20までに登校,16:40以降に下校不可。

Ａ：休日部活対応
7時までに登校可能
平日18:50以降下校可能
土曜17:00以降下校可能

Ｂ：朝練可能
7:00までに登校可能。
18:50以降に下校可能。

C：放課後部活可能
8:20までに登校。
18:50以降に下校可能。

D：通学可能
8:20までに登校。
16:40以降に下校可能。

E：通学不可 8:20までに登校,16:40以降に下校不可。

Ａ：休日部活対応
7時までに登校可能
平日18:50以降下校可能
土曜17:00以降下校可能

Ｂ：朝練可能
7:00までに登校可能。
18:50以降に下校可能。

C：放課後部活可能
8:20までに登校。
18:50以降に下校可能。

D：通学可能
8:20までに登校。
16:40以降に下校可能。

E：通学不可 8:20までに登校,16:40以降に下校不可。

甲陽高校への通学

韮崎高校への通学

通学

北杜高校への通学

甲府南高校への通学

甲陵高校への通学 
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図表 26 北杜高校通学のサービスレベル 

 

  

【凡例】
通学不可

通学可

部活可

北杜高校への通学

朝練可
休日部活可

【凡例】
通学不可

通学可

部活可

甲陵高校への通学

朝練可
休日部活可

図表 27 甲陵高校通学のサービスレベル 
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図表 28 韮崎高校通学のサービスレベル 

 

図表 29 甲府南高校通学のサービスレベル 

  

【凡例】
通学不可

通学可

部活可

韮崎高校への通学

朝練可
休日部活可

【凡例】
通学不可

通学可

部活可

甲府南高校への通学

朝練可
休日部活可
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（３）通院 

通院のサービスレベルは、目的地として最寄りの二次救急病院（塩川病院・甲陽病院・

韮崎市立病院・韮崎相互病院）と最寄りの大規模病院（山梨県立病院・富士見高原病院）

を想定し、A 午前中で受診完了、B 受診に 1 日掛かり、C 曜日限定で受診可能、D 通院不

可、で評価する。また、診療時間と施設内の移動時間として 2 時間の滞在時間を確保する。 

図表 30 通院のサービスレベル 

 

 北杜市の通院のサービスレベルをみると、最寄りの二次救急病院への通院はすべてのエ

リアで通院可能である。 

市外の大型病院への通院に関しても、須玉・明野巡回線を除くエリアで可能である。 

 

図表 31 二次救急通院のサービスレベル 

 

用途 目的行動 レベル 判定基準
Ａ：午前中で受診完了 9:30頃までに来院でき、午前中に帰路。

Ｂ：受診に１日掛かり 外来診療可能時間に来院、帰宅便あり。

Ｃ：曜日限定で受診可能 曜日限定でＢと同様。

D：通院不可 外来診療時間に来院、帰宅便がない

Ａ：午前中で受診完了 9:30頃までに来院でき、午前中に帰路。

Ｂ：受診に１日掛かり 外来診療可能時間に来院、帰宅便あり。

Ｃ：曜日限定で受診可能 曜日限定でＢと同様。

D：通院不可 外来診療時間に来院、帰宅便がない

Ａ：午前中で受診完了 9:30頃までに来院でき、午前中に帰路。

Ｂ：受診に１日掛かり 外来診療可能時間に来院、帰宅便あり。

Ｃ：曜日限定で受診可能 曜日限定でＢと同様。

D：通院不可 外来診療時間に来院、帰宅便がない

山梨県立中央病院への
通院

富士見高原病院への通
院

通院

塩川病院・甲陽病院・韮
崎市立病院・韮崎相互

病院への通院

【凡例】
通院不可

曜日限定

一日受診

二次救急への通院

半日受診
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図表 32 富士見高原病院通院のサービスレベル 

 

図表 33 山梨県立中央病院通院のサービスレベル 

 

  

【凡例】
通院不可

曜日限定

一日受診

富士見高原病院への通院

半日受診

【凡例】
通院不可

曜日限定

一日受診

山梨県立中央病院への通院

半日受診
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（４）買物 

買物のサービスレベルは、目的地として近隣の商業施設と甲府市の商業施設を想定し、A

午前中に帰宅可能、B 買物に 1 日掛かり、C 曜日限定で買物可能、D 買物不可、で評価す

る。また、買物時間として 60 分の滞在時間を確保する。 

図表 34 買物のサービスレベル 

 

北杜市の買物のサービスレベルは、全エリアで近隣の商業施設への買物が可能である。 

甲府への買物については、多くの路線で可能となっているが、明野・須玉巡回線と黒森

方面の路線では利用できない。 

  

用途 目的行動 レベル 判定基準
Ａ：午前・午後機会あり 午前に出かけ、13時までに帰宅が可能

Ｂ：１日１回機会あり 16時までに帰宅が可能

Ｃ：休日も午前・午後機会アリ 曜日限定でＢと同様。

Ａ：午前・午後機会あり 午前に出かけ、13時までに帰宅が可能

Ｂ：１日１回機会あり 16時までに帰宅が可能

Ｃ：休日も午前・午後機会アリ 曜日限定でＢと同様。

買物

近隣商業施設での買い物

甲府市での買い物
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図表 35 近隣商業施設への買物のサービスレベル 

 

図表 36 甲府の商業施設への買物のサービスレベル 

 

  

【凡例】
買物不可

曜日限定

一日がかり

近隣商業施設での買物

午前帰宅

【凡例】
買物不可

曜日限定

一日がかり

甲府の商業施設での買物

午前帰宅
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４－５．公共交通利用推移 

（１）バス利用者数 

 北杜市が単独で事業主体として運行している市民バスの利用者数は、H28 が 83,694 人で

あった。また、H28 に路線の再編やスクールバス混乗解消など大幅な変更があったため、

利用者数の推移は大きく変化した。 

図表 37 利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

 

 

次ページからは、市民バスの路線ごとの利用状況を示す。データは、北杜市が平成 28 年

10 月 24 日～30 日まで 7 日間行った乗降調査を用いている。 

  

125,338 122,872 

83,694 

0
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(ア) 塩川・黒森線 

塩川・黒森線は、茅ヶ岳瑞牆エリアを塩川から黒森上まで、月-土の運行で、1 日 5

便運行している。 

利用者数は横ばいである。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は乗降と

もに塩川が最も多くなっている。 

 

図表 38 塩川・黒森線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 39 塩川・黒森線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

 

図表 40 塩川・黒森線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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(イ) 横手・日野春線 

横手・日野春線は、甲斐駒エリアを西村入口から北杜高校まで、毎日の運行で、1 日

12 便運行している。 

利用者数は減少傾向である。主な利用者は高校生である。利用されるバス停は乗車

では柳沢、牧の原、日野春駅が多くなっており、降車では牧の原上、日野春駅、北杜

高校が多くなっている 

 

図表 41 横手・日野春線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 42 横手・日野春線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 43 横手・日野春線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 
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(ウ) 小泉・長坂線 

小泉・長坂線は、八ヶ岳南麓高原エリアを泉郷から長坂駅まで、毎日の運行で、1 日

11 便運行している。 

利用者数は減少傾向であった。H27 から H28 への減少は、路線再編によってスクー

ル利用者が減少したことによる。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、

乗降ともに長坂駅、きららシティ前が多くなっている。 

 

図表 44 小泉・長坂線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 45 小泉・長坂線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 46 小泉・長坂線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(エ) 小淵沢巡回線 

小淵沢巡回線は、八ヶ岳南麓高原エリアの小淵沢駅周辺を、水・土の運行で、1 日 5

便運行している。 

利用者数は増加傾向である。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、乗

降ともにスパティオ小淵沢、尾根公民館が多くなっている。また、中学校前～大東豊

公民館では利用が見られない。 

 

図表 47 小淵沢巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 48 小淵沢巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 49 小淵沢巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(オ) 須玉巡回線 

須玉巡回線は、茅ヶ岳瑞牆エリアの宮平公民館から北杜市役所まで、火・金の運行

で、1 日 4 便運行している。 

利用者数は横ばいである。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、乗車

は新町公民館前が多くなっており、降車は塩川病院が多くなっている。また、大渡公

民館前～小池平掲示板前では利用が見られない。 

 

図表 50 須玉巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 51 須玉巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 52 須玉巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(カ) 清里・長坂線 

清里・長坂線は、八ヶ岳南麓高原エリアの長坂駅から清里駅まで、毎日の運行で、1

日 9 便運行している。 

利用者数は減少傾向である。利用者の属性は分散している。利用されるバス停は、

乗降ともに長坂駅が最も多くなっており、高根方面での乗車、北杜高校での降車が多

くなっている。 

 

図表 53 清里・長坂線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 54 清里・長坂線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 55 清里・長坂線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(キ) 大泉・長坂線 

大泉・長坂線は、八ヶ岳南麓高原エリアの大開上から北杜高校まで、毎日の運行で、

1 日 10 便運行している。 

利用者数は減少傾向であった。H27 から H28 への減少は、路線再編によってスクー

ル利用者が減少したことによる。主な利用者は高齢者と高校生である。利用されるバ

ス停は、乗降ともに長坂駅、北杜高校が多くなっている。 

 

図表 56 大泉・長坂線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 57 大泉・長坂線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 58 大泉・長坂線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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(ク) 大坊・白須・大武川線通常便 

大坊・白須・大武川線通常便は、甲斐駒エリアの大坊上から大武川公民館まで、火・

木・土の運行で、1 日 7 便運行している。 

利用者数は減少傾向である。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、道

の駅はくしゅう付近で見られる。また、台ヶ原中～大武川公民館では利用が見られな

い。 

 

図表 59 大坊・白須・大武川線通常便の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 60 大坊・白須・大武川線通常便の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 61 大坊・白須・大武川線通常便のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(ケ) 大坊・白須・大武川線北杜高校便 

大坊・白須・大武川線北杜高校便は、甲斐駒エリアの山口スクールバス停から北杜

高校まで、毎日の運行で、1 日 5 便運行している。 

利用者数は減少傾向である。主な利用者は高校生である。利用されるバス停は、乗

降ともに日野春駅、北杜高校が多くなっている。 

 

図表 62 大坊・白須・大武川線北杜高校便の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 63 大坊・白須・大武川線北杜高校便の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 64 大坊・白須・大武川線北杜高校便のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(コ) 津金・百観音線 

津金・百観音線は、茅ヶ岳瑞牆エリアの大和公民館から北杜市役所まで、毎日の運

行で、1 日 8 便運行している。 

利用者数は減少傾向である。主な利用者は高齢者で、中学生の利用も見られる。利

用されるバス停は、二日市場公会堂前、百観音が多くなっており、万年橋～中村下で

は利用が少なくなっている。 

 

図表 65 津金・百観音線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 66 津金・百観音線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 67 津金・百観音線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課  
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(サ) 南部巡回線 

南部巡回線は、八ヶ岳南麓高原エリアの長坂駅から北杜市役所周辺を、毎日の運行

で、1 日 7 便運行している。 

H28.10 から、両回り運行を開始した。 

利用者数は増加傾向である。主な利用者は高校生である。利用されるバス停は、北

杜高校、長坂駅、百観音が多くなっている。 

 

図表 68 南部巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 69 南部巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 70 南部巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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(シ) 武川巡回線 

武川巡回線は、甲斐駒エリアの武川総合支所周辺を、月・水・金の運行で、1 日 6 便

運行している。 

利用者数は増加傾向である。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、町

の駅、牧の原が多くなっている。また、実相寺入口～柳沢中、神代公園～宮脇旧公民

館、下三吹～牧原八幡神社の区間では利用が見られない。 

 

図表 71 武川巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 72 武川巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 73 武川巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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(ス) 北部巡回線 

北部巡回線は、H28 に小淵沢・長坂線を再編した路線で、八ヶ岳南麓高原エリアの

小淵沢駅から長坂駅周辺を、毎日の運行で、1 日 7 便運行している。 

主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、長坂駅、きららシティ前、小淵

沢駅で多くなっている。 

 

図表 74 北部巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 75 北部巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 76 北部巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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(セ) 明野巡回線 

明野巡回線は、茅ヶ岳瑞牆エリアの明野総合支所周辺を、月・木の運行で、1 日 3 便

運行している。 

利用者数は増加傾向である。主な利用者は高齢者である。利用されるバス停は、明

野ふるさと太陽館周辺で見られる。また、浅尾新田～北組、谷井～東光公民館、戸崎

～正楽寺公民館では利用が見られない。 

 

図表 77 明野巡回線の利用者数年間推移 

 

出典：北杜市企画課 

図表 78 明野巡回線の利用者属性 

 

出典：北杜市企画課 

図表 79 明野巡回線のバス停別乗降者数 

 

出典：北杜市企画課 
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（２）駅利用者数 

駅の利用者数は、中央本線の駅である小淵沢・長坂・日野春が増加傾向にあり、小海線

の駅である清里・甲斐大泉は横ばいとなっている。 

 

図表 80 鉄道利用者数推移 

 

出典：ＪＲ東日本 各駅の乗車人員 

※甲斐小泉駅は乗降者数のデータが無いため未記載 
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４－６．市民バスの財務状況 

市民バスの運行に係る経費は平成平成 26 年度から平成 28 年度までの 3 年間で 1 億円前

後の水準で推移している。一方、利用者数は、平成 27 年度の 12 万 4,707 人から 7 万 6,506

人に減少している。これは、平成 28 年度に実施した路線変更で、スクールバス 3 路線を公

共交通利用者から切り離したためと考えられる。 

スクールバスを分離したことで公共交通による1人あたりの運行経費は883円から1,298

円に増加している。 

 

図表 81 市民バスの財務状況 

 

出典：北杜市企画課 

図表 82 財務状況の推移 

 

出典：北杜市企画課 

４－７．小括 

北杜市の公共交通の現状から見た公共交通の主な課題として、以下の３点があげられる。 

① 八ヶ岳南麓高原エリアの人口密度が高い地域でも交通空白が生じている 

公共交通が利用しにくい地域が存在する 

② 市民バスの利用者数が減少し、効率性が悪化している 

③ ほとんど利用されないバス停・区間がある 

利用されないバス停、区間については必要性を検討し、効率化を図る 

 

これらの課題に対応するためには、効率の悪い路線・バス停を見直し、地域にあった公共

交通網を構築することが求められる。  

項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度

利用者数 人 124,707 124,110 76,506

運行経費 千円 110,085 111,183 99,336

運賃収入 千円 17,878 18,558 16,283

支出した運行経費 千円 92,207 92,625 83,053

収支率 ％ 16.2% 16.7% 16.4%

1人あたり運行経費 円／人 883 896 1,298
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５．総括 

［地理的な特性］ 

① 北杜市は釜無川・須玉川を境界として市域が地勢的に 3つに分断されている 

② 居住可能地が広範囲に分布している 

③ 複数の生活圏が想定される多核的なまちの構造となっている 

 

［社会動態の特徴］ 

① 高齢化が進んでいる 

② 居住地が広範囲になっており、人口の増加エリアと減少エリアがモザイク状に点在

している 

③ 市外にも移動需要がある 

④ 自家用車を基本としたライフスタイルが浸透している 

 

［公共交通の現状から見た公共交通の課題］ 

① 八ヶ岳南麓高原エリアの人口密度が高い地域でも交通空白が生じている 

② 市民バスの利用者数が減少し、効率性が悪化している 

③ ほとんど利用されないバス停・区間がある 

 

これらの課題に対応した公共交通網を整備していくために、以下のような方向性が考え

られる。 

 

１.３つの生活圏に分けた検討が必要 

北杜市は、地勢的に 3 つの地域に分けることができる。また、まちの構造としても、8 つ

の旧町村を基にした、複数の核（生活圏）から構成されていることから、公共交通の検討

においても地域に分けた検討が有効である。 

２.自家用車が普及し、公共交通を利用しているのは高齢者、高校生 

自家用車の保有台数は増加し、自家用車を中心とした生活スタイルが浸透していると考

えられる。自家用車の移動に慣れている市民が、急に公共交通に乗り換えることは考えに

くい。現在、公共交通を利用しているのは高齢者及び高校生が中心である。これら、公共

交通を必要としている人にターゲットを絞りながら移動を確保していくことが求められる。 

３.地域にあった公共交通体系の再検討が必要 

（１）現行の交通体系に課題が見られる 

現在の北杜市の公共交通体系は、人口密度が高いエリアにおいても交通空白が発生して

いる。北杜市は、市域が広く人口が分散しているうえ、人口増加エリアと人口減少エリア

がモザイク状に分布しており、移動需要の変化に対応しやすい公共交通が求められる。実

際に、現行の市民バスには、ほとんど利用されないバス停・区間も生じている。一方で、
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利用者１人あたりのバス運行経費はタクシー並に高くなっている。 

以上のような状況から、現行の定時定路線を軸とした公共交通体系をこれ以上充実させ

ることによる課題解決には限界があると推測される。 

 

（２）再検討において留意すべき点 

①利用が集中する市内の目的地への足を確保する 

市民バスの利用状況を見ると、日野春駅・長坂駅・小淵沢駅、北杜高校、甲陽病院・塩

川病院、きららシティ等の利用が集中する市内の目的地があることがわかる。これらの目

的地と生活圏の関係を市民の移動実態のデータから分析し、主要な目的地への足を確保す

る必要がある。複数の生活圏をまたいだり、移動需要が集中したりする場合は、主要な目

的地を結ぶ幹線の役割を持つ便を検討することが必要である。 

 

②市外の目的地への足を確保する 

北杜市の生活は、市内での移動だけではなく、市外への通勤・通学需要も見られる。移

動需要については、市民アンケート調査において詳細な分析が必要であるが、韮崎市や峡

中地域（甲府市・甲斐市）にある高校・病院・商業施設等の目的地への足を確保する必要

がある。その際、ＪＲ中央本線を上手に活用していくことが求められる。 

また、長野県富士見町にも病院等の目的地がある。公共共通による移動の確保の必要性

を検討していく必要がある。 


